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論文概要  
近年，土砂災害発生件数は増加傾向にあり，例年人的被害が発生している状況にある。
土砂災害予測手法は，昭和 50年代以降盛んに検討されてきており，力学的な安定条件
に基づき崩壊発生の予測を試みる研究も多い。これらの研究では，地形計測技術や計算
処理能力の向上もあり，パラメータの調整により実際の崩壊事例について概ね再現でき
ることが示されている。しかし，発生・非発生の空間分布や発生時刻について評価され
ることはあっても，崩壊時の降雨と場の相互関係に着目した研究は少なく，場の条件か
ら崩壊発生条件となる降雨量を推定する手法や，実際に発生した崩壊について降雨の状
況から発生時の力学条件を解析する手法は見当たらない。 
そこで本研究は，地下水流出の到達時間と土層の粘着力に着目して崩壊発生条件を降
雨の条件と場の条件の相互関係として示し，実際の崩壊事例にその関係を適用した崩壊
発生解析法を示すことを目的とした。最初に，無限長斜面上の１層の表層と基岩面の境
界をすべり面とする表層崩壊の発生条件を示す安全率 Fsを，今泉ら(2009)を参考に土の
粘着力項 Fcと地下水深項 Fwの和で示した。これに対して，本研究では，Fcを無次元量
Fccと tanI/tanφの積で示し，Fs＝1.0について，Fccは Fwの関数であると同時に，土の粘
着力 cと土層厚 Dの比に支配された崩壊発生領域を示す無次元パラメータであること
を示した。次に，地下水流出の到達時間に着目した平野ら(1986)による崩壊発生限界雨
量の推定手法をもとに，降雨と到達時間の関係から h/D=1.0となる崩壊発生条件を場の
条件と降雨の条件の関係として示した。 
この関係をもとに，近年発生した崩壊 5事例について，既存の崩壊地判読結果及び災
害報告を参照し，崩壊発生時の降雨量及び斜面勾配，崩壊深などの場の条件から，崩壊
発生時の h/Dを推定した。その結果，降雨量及び場の条件のそれぞれから推定した h/D
が矛盾しておらず，無次元量 Fccと一連の解析法により，崩壊時の力学条件を支配する
h/Dの推定が可能であることを示した。さらに，3事例については逆推定で得られた土
の粘着力 c及び内部摩擦角φを適用した再現計算を実施し，本研究で示した崩壊発生モ
デルによる崩壊発生位置と時刻の再現性について評価した。その結果，実際の崩壊地か
ら解析的に推定される最大程度の cを適用したケースでは，崩壊地については，崩壊発
生位置，崩壊時の h/D及び概ねの時刻を再現できることが確認できた。ただし，非崩壊
地については必ずしも良い再現性は得られず，非崩壊地に対する土層厚の推定手法に課
題が残る結果となった。 
以上より，本研究で示した地下水流出の到達時間と土の粘着力に着目した表層崩壊発
生条件は，実際の崩壊発生事例に適用しても矛盾のない結果が得られ，このモデルに基
づく解析法が崩壊発生事例に対する力学的評価に適用可能性があることを示した。 
 
